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１．地区、事業及び施行者の名称 

（１）地区の名称 

鷺沼駅前地区 

 

（２）事業の名称 

川崎都市計画 鷺沼駅前地区第一種市街地再開発事業 

 

（３）施行者の名称 

鷺沼駅前地区市街地再開発組合 

 

 

２．施行地区の概況及び事業の目的 

（１）施行地区の概況 

鷺沼駅前地区（以下、「当地区」）は、東急田園都市線鷺沼駅を中心に、宮前区の商業・業務

地区の中心として発展してきた地区である。市道久末鷺沼線を挟み、南側には商業施設、駅前

広場及び駐車場が、北側には業務施設及び駐車場がそれぞれ立地している。 

鷺沼駅周辺は、大きな施設・機能の更新等が無いまま 40～50 年が経過しており、土地の高

度利用が図られていない状況にある。また、鷺沼駅前は、バス交通の需要増への対応が求めら

れている。 

今後は、隣接する宮前平駅周辺地区とともに地域生活拠点として一層の発展が求められる

地区であり、駅を中心に多様なライフスタイルに対応した都市機能の集積及び交通結節機能

の強化に向けた取組を推進している。 

 

（２）事業の目的 

当地区では、適正かつ合理的な土地利用を図り、商業地としての健全な都市環境を形成、保

持すること、また、廃道等による大街区化及び市街地開発事業により、駅を中心に多様なライ

フスタイルに対応した都市機能を導入し、安全で快適な利便性の高い都市機能がコンパクト

に集約したまちづくりを進めることを目的とする。 

 

３．施行地区 

（１）施行地区の位置 

当地区は、宮前区の中央南部、東急田園都市線鷺沼駅の東側に隣接して位置している。一般

国道２４６号（厚木街道）が南側約 400ｍに、東名高速道路が西側約 800ｍに、市道尻手黒川

線が北東側約 800ｍに位置している。 

 

（２）施行地区の位置図 

添付書類（１）の通り 

 

（３）施行地区の区域 

１） 都市再開発法第２条第５号に規定する宅地 

川崎市宮前区鷺沼一丁目 

１番 

 

川崎市宮前区鷺沼三丁目 

１番２、１番１９、１番４４、１番５１、１番５３、 

１番５５ 
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川崎市宮前区小台一丁目 

１８番４、１８番５、１８番６、１８番７、１８番８、１８番１０６ 

 

２） 前号に示す宅地以外の土地 

川崎市宮前区鷺沼一丁目 

２６番１の一部 

 

川崎市宮前区鷺沼三丁目 

１番３の一部、１５番１の一部 

 

川崎市宮前区小台一丁目 

１８番９、２１番１の一部、２１番２の一部 

 

 

（４）施行地区の区域図 

添付書類（２）の通り 

 

（５）施行地区の面積 

約２．３ha 

 

 

４．設計の概要 

（１）設計説明書 

１）設計方針 

当地区の特性や周辺市街地の整備状況等を踏まえ、道路の廃道、付替え拡幅等による街区の再

編を進め、土地の合理的かつ健全な高度利用を図ることで、地域生活拠点としてふさわしい都市

基盤と良好な市街地環境の形成を図る。 

施設建築物では、バリアフリーに配慮した交通広場や地区施設等と一体となった商業、文化・

交流、都市型住宅、市民サービス等の機能が集積した施設を複合的に整備し、駅前にふさわしい

市街地環境を形成する。 

また、駅を中心とした交通結節機能の強化に向けて、鷺沼駅前の再整備等と連携した交通広場

の改善や交通アクセス環境の改善を図る。 

 

２）施設建築物の設計の概要 

（イ）設計方針 

＜駅前街区＞ 

鷺沼駅に隣接する駅前街区では、バスバース数の増加などの交通広場の拡充により、安全性等

の確保や通過交通等に配慮した、駅周辺の交通流の改善を図る。また、当地区及び周辺住民の利

便性に配慮し、多世代のライフスタイルに対応する商業機能や子育て支援機能、業務機能等を配

置するとともに、敷地の高度利用により、駅直結の利便性を活かした都市型住宅を導入する。さ

らに、宮前市民館・図書館を移転・整備し、商業機能等との相乗効果による文化・交流拠点の形

成と新たなコミュニティの創出を図る。 

施設建築物は制振構造建築物として、災害時にも被害を受けにくい計画とする。災害時におい

ても、最低限の施設機能が維持できるよう、非常用エレベーターや非常用発電機、非常用照明設

備等の防災設備の設置を計画する。 

施設建築物の設計にあたっては、建築物の熱負荷を低減するための措置や省エネルギーシス

テムを導入し、屋上緑化等の計画と合わせて、地球温暖化の抑制に努める。 
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敷地外周部については、道路沿いに歩道状空地を確保するとともに、建物の壁面位置と道路と

の離隔を可能な限り確保し、圧迫感の低減に努める。 

 

＜北街区＞ 

北街区では、鷺沼駅の交通結節機能の強化を踏まえ、市民サービス施設として宮前区役所を移

転・整備する。駅前街区と北街区との連携を高め、区役所とも連携して機能する小ホールを整備

する。また、駅近接の利便性を活かした都市型住宅を導入する。 

施設建築物は制振構造建築物として、災害時にも被害を受けにくい計画とする。災害時におい

ても、最低限の施設機能が維持できるよう、非常用エレベーターや非常用発電機、非常用照明設

備等の防災設備の設置を計画する。 

施設建築物の設計にあたっては、建築物の熱負荷を低減するための措置や省エネルギーシス

テムを導入し、屋上緑化等の計画と合わせて、地球温暖化の抑制に努める。 

敷地外周部については、道路沿いに歩道状空地を確保するとともに、建物の壁面位置と道路と

の離隔を可能な限り確保し、圧迫感の低減に努める。 

 

（ロ）建ぺい率及び容積率等 

 建築敷地面積 建 築 面 積 
延べ面積(注) 

(容積対象面積) 
建 ぺ い 率 容 積 率 

駅前 

街区 
約 11,170 ㎡ 約 9,440 ㎡ 

約 83,193 ㎡ 

（約 55,850 ㎡） 
約 85％ 約 500％ 

北街区 約 3,680 ㎡ 約 3,150 ㎡ 
約 26,123 ㎡ 

（約 18,400 ㎡) 
約 86％ 約 500％ 

（注）駐車場面積を含む。 

 

 (ハ) 各階床面積等 

＜駅前街区＞ 

階 主 要 用 途 床面積 備 考 

３２ 塔屋 162 ㎡  

構造：鉄筋コンクリート造・一部鉄骨
鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造 

 

規模：地下 2 階 

      地上 32 階建て 

 

高さ：約 133ｍ（建物最高高さ） 

 

その他施設 

(1) 駐車台数    約 328 台 

(2) 駐輪台数    約 996 台 

(3) バイク駐車台数 約  32 台 

 

３１  〃 222 ㎡ 

３０ 住宅 1,330 ㎡ 

２９  〃 1,336 ㎡ 

２８  〃 1,336 ㎡ 

２７  〃 1,336 ㎡ 

２６  〃 1,336 ㎡ 

２５  〃 1,336 ㎡ 

２４  〃 1,336 ㎡ 

２３  〃 1,335 ㎡ 

２２  〃 1,335 ㎡ 

２１  〃 1,381 ㎡ 

２０  〃 1,335 ㎡ 

１９  〃 1,335 ㎡ 

１８  〃 1,335 ㎡ 

１７  〃 1,335 ㎡ 

１６  〃 1,335 ㎡ 

１５  〃 1,335 ㎡ 

１４  〃 1,335 ㎡ 
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１３ 〃 1,335 ㎡ 

１２ 〃 1,335 ㎡ 

１１ 〃 1,335 ㎡ 

１０ 〃 1,335 ㎡ 

９ 〃 1,335 ㎡ 

８ 〃 1,335 ㎡ 

７ 〃 1,335 ㎡ 

６ 〃 1,332 ㎡ 

中間 

ピット 
ピット 168 ㎡ 

５ 文化・交流施設 4,018 ㎡ 

４ 〃 5,633 ㎡ 

３ 商業、文化・交流施設、業務 5,710 ㎡ 

２ 商業、駐車場（住宅） 9,018 ㎡ 

１ 商業、交通広場、駐車場 6,105 ㎡ 

Ｂ１ 商業、駐車場、駐輪場 9,403 ㎡ 

Ｂ２ 駐車場 9,335 ㎡ 

合計 83,193 ㎡ 

＜北街区＞ 

階 主 要 用 途 床面積 備 考 

PH 塔屋 62 ㎡ 構造：鉄筋コンクリート造 

一部鉄骨造 

規模：地下 2 階 

地上 19 階建て 

高さ：約 89m（建物最高高さ） 

その他施設 

(1) 駐車台数 約 82台 

(2) 駐輪台数 約 255台 

(3) バイク駐車台数 約 10台 

１９ 住宅 874 ㎡ 

１８ 〃 874 ㎡ 

１７ 〃 874 ㎡ 

１６ 〃 874 ㎡ 

１５ 〃 874 ㎡ 

１４ 〃 874 ㎡ 

１３ 〃 875 ㎡ 

１２ 〃 875 ㎡ 

１１ 〃 814 ㎡ 

１０ 〃 814 ㎡ 

９ 〃 814 ㎡ 

８ 〃 814 ㎡ 

７ 〃 814 ㎡ 

６ 業務 969 ㎡ 

５ 〃 1,046 ㎡ 

４ 業務、文化・交流施設 1,745 ㎡ 

３ 業務 1,863 ㎡ 

２ 業務、駐車場（住宅） 2,658 ㎡ 

１ 
住宅、業務、 

駐車場、駐輪場 

2,418 ㎡ 

Ｂ１ 住宅、業務、駐車場 2,113 ㎡ 

Ｂ２ 〃 2,215 ㎡ 

合計 26,123 ㎡ 
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３）施設建築敷地の設計の概要 

（イ）設計方針 

当地区では、安全で快適な歩行者ネットワークを形成するため、鷺沼駅改札や交通広場、周辺

街路と連携した通路（通路１～３号）を駅前街区に整備する。  

また、駅前街区と北街区をつなぐ通路（通路４号）を地下レベルに整備することで、歩行者の

安全性と利便性に配慮するとともに、ゆとりある都市空間の形成を図るため、駅前街区及び北街

区の幅員１ｍの歩道状空地を道路境界に沿って整備する。 

駅前街区において、鷺沼駅改札と鷺沼駅前交通広場をつなぎ、歩行者の安全で快適な歩行空間

となる広場（広場１号・面積約 500 ㎡）を整備する。また、鷺沼駅前交通広場と鷺沼交番前交差

点をつなぎ、歩行者の安全で快適な歩行空間となる広場（広場２号・面積約 200 ㎡）を整備す

る。 

 

（ロ）有効空地率 

施行地区面積に対する有効空地率は、約４４％である。 

 

 

４）公共施設の設計の概要 

（イ）設計方針 

都市計画道路３・４・13 久末鷺沼線及び３・４・14 鷺沼線について、交通広場（鷺沼駅前交

通広場）や駅前広場（鷺沼駅南口駅前広場）の配置、交差点の集約化及び付加車線の設置等を行

うことで、鷺沼駅前の交通結節機能の強化及び交通流の円滑化を図る。 

鷺沼駅前の交通結節機能の強化及び交通流の円滑化及び駅利用者の安全性や利便性等を確保

するため、「鷺沼駅前交通広場」を整備する。限られた空間を立体的に活用し、乗り継ぎ利便性

やユニバーサルデザインに配慮した、人にやさしく、機能的で、誰もが安全、安心、快適に移動

できる交通広場や駐輪場などの交通環境の整備を図る。 

 

（ロ）公共施設調書 

種別 名 称 幅 員 延 長 備 考 

幹線道路 3・4・13 号久末鷺沼線 16m～22m 約 190ｍ 
都市計画道路 

（一部拡幅） 

幹線道路 
3・4・14 号鷺沼線 16m 約 190ｍ 都市計画道路 

（付替え及び駅前広場の

設置） 
 鷺沼駅南口駅前広場 面積 約 800 ㎡ 

区画街路 市道鷺沼 33 号線 
2.5～3.25m 

(5.0～6.5m) 
約 60ｍ 

整備済み 

（ ）は全幅員 

区画街路 市道小台 23 号線 
4.25m 

(8.5m) 
約 60ｍ 

整備済み 

（ ）は全幅員 

交通広場 1 号鷺沼駅前交通広場 面積 約 4,500 ㎡ 

立体的な範囲を定める。 

3・4・13 号久末鷺沼線

と一体的に整備。 
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５）住宅建設の概要

＜駅前街区＞ 

住宅の種類 戸当たり床面積 
(専有面積) 

所有形態 
型 戸 数 

1LDK 約 18 戸 約 35 ㎡ 

区分所有 2LDK 約 85 戸 約 47~61 ㎡ 

3LDK・4LDK 約 239 戸 約 67 ㎡～ 

計 約 342 戸 

＜北街区＞ 

住宅の種類 戸当たり床面積 
(専有面積) 

所有形態 
型 戸 数 

2LDK 約 13 戸 約 55～60 ㎡ 

区分所有 3LDK・4LDK 約 97 戸 約 65 ㎡～ 

計 約 110 戸 

(２)設計図

１）施設建築物の設計図

添付資料（３）の通り

２）施設建築敷地の設計図

添付資料（４）の通り

３）公共施設の設計図

添付資料（５）の通り

５．事業施行期間 

（１）事業施行期間（予定）

自 組合設立認可公告の日

至 ２０３９年（令和２１年） ３月末日

（２）建築工事期間（予定）

＜駅前街区＞

着工 ２０２７年（令和 ９年）１０月 

竣工 ２０３２年（令和１４年） ３月 

  ＜北街区＞ 

着工 ２０３３年（令和１５年） ８月 

竣工 ２０３６年（令和１８年） ３月 
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